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１．概要（Summary） 

カーボンナノチューブをはじめとする、ナノカーボンの

ナノレベルでの構造評価を行い、ナノカーボンのアプリケ

ーション開発に必要な、電気特性等のデータを収集す

る。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

ラマン分光装置 
【実験方法】 

走査電子顕微鏡を用いてカーボンナノチューブを観察

した。また、EDX を使用した元素分析を行った。 
ラマンを使用し、スペクトルから得られる G/D 比にて結

晶性を評価した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

SEM 及び EDX を用いた観察を行い、CNT の特性デ

ータを得た。(Fig, 1, 2) 

 
Fig. 1 SEM Image 

 

Fig. 2 EDX  
ラマンスペクトルから、カーボンナノチューブの結晶性及

び径分布を確認した。（Fig. 3） 

 
Fig. 3 Raman spectrum 
ラマンスペクトルから G/D 比 120 前後と結晶性の高い

CNT であることが確認できた。 
また、直径分布は 1.4nm、1.7nm 付近に２つのピークが

あることがわかった。 
EDXに現れる鉄はCNT合成時の触媒由来、その他の元

素は CNT 合成装置に由来するものと考えられる。 
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